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重量
本
論
で
は
埼
玉
県
白
樹
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
製
紡
錘
車
を
対
象
と
し
て
、
ま
ず
、
そ
こ
に
線
刻
さ
れ
た
文
字
に
対
す
る
釈
字
を
行
っ
た
。
次
に
線
刻
文
に
記
さ
れ
て
い
る
語
句
の
出
典
論
的
な
検
討
を
行
い
、
続
い
て
そ
の
文
章
を
釈
読
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
線
刻
文
が
仏
典
に
由
来
す
る
語
句
を
用
い
た
一
種
の
仏
教
的
願
文
で
あ
る
こ
と
を
証
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
序
東
国
の
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
遺
物
の
な
か
で
、
質
量
と
も
に
多
く
の
蓄
積
を
み
て
い
る
の
が
仏
教
関
係
資
料
で
あ
る
。
と
り
わ
け
集
落
内
あ
る
い
は
集
落
と
近
接
す
る
場
所
に
所
在
す
る
建
物
跡
か
ら
、
瓦
塔
や
瓦
堂
が
出
土
す
る
事
例
が
多
く
知
ら
れ
、
ま
た
、
仏
教
関
係
用
語
を
記
し
た
墨
書
土
器
や
仏
鉢
形
土
器
を
は
じ
め
と
し
て
、
錫
杖
や
水
瓶
な
ど
の
金
属
製
仏
器
が
出
土
す
る
遺
跡
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仏
教
関
係
遺
物
を
出
土
す
る
遺
跡
は
、
一
九
九
四
年
時
点
で
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
二
O
O七
年
三
月
)
門
誠
田
よ
っ
て
、
古
代
集
落
に
お
い
て
、
紡
錘
車
を
用
い
る
女
性
が
関
与
し
た
仏
教
信
仰
の
具
体
的
一
面
を
明
ら
か
に
し
、
京
国
古
代
の
民
衆
次
元
で
の
仏
教
信
仰
の
様
相
を
提
示
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
線
刻
紡
錘
車
、
文
字
資
料
、
仏
教
語
、
古
代
、
東
国
の
千
葉
県
内
を
対
象
と
し
た
集
成
で
も
、
約
七
O
例
を
数
え
、
以
降
の
調
査
例
を
そ
の
数
は
東
国
の
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
や
民
衆
次
元
で
の
仏
教
信
仰
の
具
体
相
を
考
究
す
る
た
め
の
中
核
を
な
す
考
古
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
古
代
集
落
や
周
辺
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
の
な
か
に
は
寺
名
や
仏
教
語
を
記
し
た
例
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
石
製
紡
錘
車
な
ど
の
器
物
に
仏
教
語
が
刻
さ
れ
た
り
、
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
は
使
用
者
で
あ
る
集
落
構
成
民
が
信
仰
し
た
仏
教
信
仰
の
実
態
を
示
す
資
料
に
他
な
ら
な
い
。
筆
者
も
お
り
に
ふ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
古
代
東
国
出
土
の
仏
教
関
係
遺
物
に
関
し
含
め
る
と
、
古
代
東
国
出
土
紡
錘
車
刻
書
の
仏
教
的
願
文
(
門
田
誠
て
、
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
本
論
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
的
願
文
を
刻
し
た
紡
錘
車
を
取
り
上
げ
、
そ
の
線
刻
文
の
内
容
を
吟
味
す
る
。
一
、
刻
書
紡
錘
車
に
対
す
る
従
前
の
研
究
は
じ
め
に
東
国
の
古
代
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
仏
教
関
係
遺
物
に
つ
い
て
、
本
論
で
考
察
す
る
刻
書
紡
錘
車
を
中
心
と
し
て
、
関
連
す
る
資
料
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
概
観
し
、
紡
錘
車
刻
書
の
内
容
を
検
討
す
る
本
論
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
千
葉
県
を
中
心
と
し
た
仏
具
出
土
集
落
を
分
析
さ
れ
た
宮
田
安
志
氏
は
本
論
で
も
参
照
す
る
千
葉
県
・
ム
コ
ア
ラ
ク
遺
跡
出
土
の
線
刻
銘
紡
錘
車
に
つ
い
て
、
経
文
を
刻
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
た
が
、
そ
の
根
拠
は
一
市
さ
れ
ず
、
経
文
の
特
定
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
氏
が
「
経
文
紡
錘
車
」
と
し
た
遺
物
や
仏
鉢
形
土
器
は
、
政
治
権
力
の
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
仏
教
と
儒
教
の
融
合
が
、
一
般
集
落
に
ま
で
展
開
し
た
物
的
証
拠
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
家
に
よ
る
儒
教
浸
透
の
方
針
に
つ
い
て
、
『
続
日
本
紀
L
天
平
宝
字
元
年
(
七
五
七
)
四
月
辛
巳
条
に
み
ら
れ
る
孝
経
を
家
蔵
せ
し
め
る
と
い
う
記
事
の
み
に
よ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
文
献
と
考
古
資
料
と
が
具
体
的
に
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
基
本
的
な
問
題
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ム
コ
ア
ラ
ク
遺
跡
出
土
線
刻
銘
紡
錘
車
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
根
拠
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仏
教
信
仰
と
在
来
的
な
神
祇
信
仰
と
の
両
側
面
の
存
在
を
指
摘
し
た
こ
と
は
先
見
的
な
知
見
と
い
え
よ
う
。
鈴
木
孝
之
・
若
松
良
一
の
両
氏
は
関
東
地
域
に
お
け
る
出
土
し
た
呪
文
や
宗
教
的
絵
画
を
線
刻
さ
れ
た
紡
錘
車
の
主
要
例
を
集
成
し
、
個
別
的
に
詳
細
な
吟
味
を
同
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
文
字
を
刻
さ
れ
た
紡
錘
車
に
つ
い
て
は
、
①
方
位
除
げ
の
呪
文
と
推
定
さ
れ
る
漢
詩
を
刻
む
も
の
②
仏
力
の
加
護
を
た
の
む
呪
文
を
刻
む
も
の
③
目
神
の
加
護
を
た
の
む
呪
文
を
刻
む
も
の
④
天
矢
の
加
護
を
た
の
む
呪
文
を
刻
む
も
の
、
と
い
う
凹
類
型
の
存
在
を
示
し
た
。
ま
た
、
仏
教
的
絵
画
を
刻
し
た
紡
錘
車
に
つ
い
て
は
、
呪
術
に
使
用
さ
れ
た
も
の
、
仏
力
に
よ
っ
て
糸
紡
ぎ
の
成
就
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
、
祭
杷
・
法
要
に
使
用
さ
れ
た
も
の
、
呪
文
に
よ
っ
て
糸
紡
ぎ
の
成
就
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
な
ど
の
類
型
的
な
意
味
づ
け
を
行
っ
た
。
の
ち
に
詳
述
す
る
自
樹
原
遺
跡
出
土
の
線
刻
紡
錘
車
に
つ
い
て
も
、
「
観
下
十
大
身
部
力
見
宜
全
伝
L
と
い
う
釈
字
(
以
下
で
は
鈴
木
・
若
松
釈
字
あ
る
い
は
釈
文
と
略
称
す
る
)
が
な
さ
れ
、
そ
の
意
味
と
し
て
「
糸
を
う
ま
く
紡
ぐ
た
め
の
呪
文
」
と
い
う
解
釈
を
提
示
し
た
。
大
工
り
に
、
筆
者
も
千
葉
市
ム
コ
ア
ラ
ク
遺
跡
出
土
の
紡
錘
車
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
線
刻
文
に
対
し
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
線
刻
文
に
記
さ
れ
た
「
申
如
林
」
の
語
が
、
仏
典
に
し
ば
し
ば
み
え
、
釈
迦
と
弟
子
た
ち
が
修
行
を
行
っ
た
学
林
樹
木
で
あ
る
「
申
恕
林
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
本
論
で
検
討
を
行
う
自
樹
原
遺
跡
出
土
紡
錘
車
の
線
刻
文
(
以
下
で
は
特
に
注
記
し
な
い
場
合
は
邑
樹
原
遺
跡
出
土
例
を
線
刻
文
と
略
称
す
る
)
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
先
述
し
た
鈴
木
・
若
松
両
氏
に
よ
る
釈
字
と
解
釈
が
あ
り
、
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
釈
字
と
内
容
の
解
釈
を
追
認
す
る
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
前
の
解
釈
は
窓
意
的
な
面
が
あ
り
、
以
下
に
こ
の
線
刻
文
に
つ
い
て
、
構
成
す
る
語
句
を
検
討
し
な
が
ら
、
釈
読
し
て
い
き
た
い
。
二
、
自
己
樹
原
遺
跡
と
出
土
紡
錘
車
の
刻
書
本
論
で
検
討
す
る
線
刻
文
の
あ
る
石
製
紡
錘
車
は
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
の
白
樹
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
。
自
樹
原
遺
跡
は
神
流
川
右
岸
の
扇
状
地
中
央
の
標
高
八
五
メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
置
す
る
。
一
九
八
O
年
(
昭
和
五
五
)
に
最
初
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
九
八
七
年
以
降
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
報
告
書
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
で
は
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
と
し
て
、
一
体
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
扇
状
地
に
所
在
す
る
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
あ
り
、
自
樹
原
遺
跡
の
北
部
地
医
か
ら
一
V 
勺ど
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図 1 白樹原遺跡出土の線刻紡錘車(実大)
(ただし、報告書による釈字をそのまま転載した。私釈は本文参照のこと。)
点
、
金
尿
地
区
か
ら
は
こ
点
の
瓦
塔
片
が
出
土
し
て
お
り
、
刻
書
紡
錘
車
が
出
土
し
た
地
点
の
近
隣
に
は
瓦
塔
を
安
置
し
た
仏
教
関
係
の
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
本
論
で
取
り
扱
う
石
製
紡
錘
車
は
白
樹
原
遺
跡
の
包
含
層
よ
り
出
土
し
て
お
り
、
最
大
径
四
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
・
0
セ
ン
チ
で
、
形
態
的
に
は
断
面
形
は
や
や
外
反
し
て
い
る
が
、
台
形
状
を
呈
す
る
通
有
の
石
製
紡
錘
車
の
範
障
に
入
る
関
一
九
九
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
白
樹
原
・
櫓
下
遺
跡
W
代
編
3
)
』
の
「
調
査
成
果
の
ま
と
め
」
で
は
「
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
物
(
4
)
文
字
資
料
の
集
成
」
の
う
ち
、
寸
刻
書
紡
錘
車
」
六
点
中
の
一
点
と
し
て
、
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
出
土
遺
構
は
「
七
八
ー
一
三
O
G
L
と
さ
(
奈
良
・
平
安
時
れ
て
い
る
が
、
こ
の
遺
構
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
詳
細
な
出
土
位
置
等
は
把
握
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
白
樹
原
遺
跡
で
は
石
製
紡
錘
車
が
ほ
ぼ
八
世
紀
頃
か
ら
一
O
世
紀
の
初
め
こ
ろ
ま
で
出
土
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
遺
物
の
所
属
時
期
に
つ
い
て
も
、
こ
の
時
間
幅
の
範
囲
で
捉
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
同
じ
く
報
告
書
で
は
、
釈
字
・
釈
読
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
解
読
を
経
て
い
な
い
と
し
て
、
記
述
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
こ
の
刻
書
に
対
し
て
、
刻
書
紡
錘
車
自
体
の
研
究
史
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
鈴
木
・
若
松
釈
文
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
紡
錘
車
の
刻
書
の
釈
字
と
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
古
代
東
国
出
土
の
文
字
資
料
に
関
す
る
研
究
の
展
開
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
有
銘
考
古
資
料
の
釈
字
や
と
り
わ
け
釈
読
が
、
語
句
の
字
義
や
出
血
(
を
提
示
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
つ
い
て
は
、
歴
史
資
・
史
料
と
し
て
の
扱
い
お
よ
び
論
証
と
い
う
点
か
五
古
代
東
国
出
土
紡
錘
車
刻
書
の
仏
教
的
願
文
(
門
田
誠
ら
危
倶
を
覚
え
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
件
の
刻
苦
文
に
対
し
て
、
実
際
の
観
察
に
よ
る
釈
字
を
提
示
し
、
私
見
と
し
て
の
釈
字
を
確
定
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
の
出
血
(
を
示
す
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
成
文
す
る
際
に
典
拠
と
な
り
、
ま
た
、
背
景
と
な
っ
た
仏
典
を
類
推
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
仏
教
信
仰
の
具
体
的
な
一
面
に
接
近
す
る
。
一、
刻
書
の
釈
字
と
思
想
・
信
仰
的
背
景
先
行
研
究
で
は
「
観
下
十
大
身
部
力
見
宜
全
伝
」
と
釈
字
さ
れ
た
線
刻
文
に
つ
い
て
、
個
々
の
文
字
の
確
定
か
ら
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
冒
頭
の
寸
観
」
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
の
実
測
図
よ
り
も
、
実
際
に
は
第
二
画
の
横
線
が
明
確
に
認
め
ら
れ
、
九
両
か
ら
十
一
両
ま
で
の
横
線
も
、
す
<. 
て
第
八
画
の
縦
線
を
貫
い
て
い
る
。
右
側
の
芳
も
欠
両
の
な
い
こ
と
か
ら
、
本
字
の
「
観
」
の
略
体
字
で
あ
る
「
観
」
字
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
寸
見
」
字
で
あ
る
〉つ。
決
の
寸
下
」
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
実
測
岡
お
よ
び
鈴
木
・
若
松
釈
字
で
も
第
三
画
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
実
際
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
字
形
と
し
て
は
一
般
的
な
「
下
」
字
と
は
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
下
」
山
子
の
異
体
字
で
は
第
三
岡
が
み
ら
れ
な
い
字
形
も
存
在
し
、
例
え
ば
、
3
説
文
解
字
』
等
に
は
家
主
円
体
の
一
種
で
あ
る
小
家
の
な
か
に
、
「
T
」
の
字
体
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
用
の
「
J
I
S
補
助
漢
字
し
そ
の
他
に
も
、
同
じ
字
形
の
異
体
字
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
下
」
と
釈
し
て
問
題
な
い
。
続
く
文
字
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
寸
十
大
身
部
力
」
と
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
ノ、
そ
の
前
の
「
十
」
に
つ
い
て
は
、
縦
両
と
横
画
が
直
線
で
は
な
く
、
曲
線
状
を
な
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
交
差
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
「
十
」
と
釈
し
て
問
題
な
い
。
ま
た
、
そ
の
次
の
「
大
」
字
は
問
題
な
く
、
続
く
「
身
L
字
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
・
若
松
釈
読
で
は
人
偏
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
「
身
L
字
そ
の
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
次
の
文
字
は
「
部
し
の
略
字
で
あ
る
「
H
し
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
従
来
の
釈
字
に
誤
り
は
な
く
、
1
十
大
身
部
力
」
と
釈
読
で
き
る
。
，
-
f
-
J
、
H
J
7
7
1
L
す
ご
の
次
は
空
格
で
あ
り
、
文
字
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
次
の
鈴
木
・
若
松
釈
読
で
「
昆
」
字
と
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
三
画
め
と
四
画
め
に
縦
画
さ
ら
に
下
部
の
八
両
め
は
左
は
ら
い
で
は
な
く
、
右
側
に
擢
ね
て
お
り
、
寸
毘
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
文
字
は
や
や
字
体
が
崩
と
横
画
の
交
差
が
あ
り
、
れ
て
い
る
が
、
従
来
ど
お
り
、
J
且
L
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
の
二
文
字
は
上
半
部
に
部
首
と
し
て
の
「
ひ
と
が
し
ら
し
が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
下
半
部
は
「
中
小
L
と
認
識
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
異
体
字
の
存
在
は
管
見
の
限
り
で
は
知
ら
れ
ず
、
確
定
で
き
な
い
。
不
確
定
な
字
画
も
あ
る
が
、
以
仁
の
釈
字
を
総
じ
て
、
文
章
を
復
原
し
て
み
る
と
観
下
十
大
身
部
力
毘
宜
口
口
と
い
う
十
一
文
字
か
ら
な
る
一
応
の
釈
文
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
私
釈
で
は
七
文
字
目
の
「
力
L
の
後
に
空
格
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
後
に
「
毘
宜
口
口
」
の
四
文
字
が
断
続
す
る
こ
と
を
観
察
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
線
刻
文
は
、
前
半
七
文
字
か
ら
な
る
寸
観
下
十
大
身
部
力
L
と
空
格
を
介
し
て
、
後
半
四
文
字
の
「
毘
宜
口
U
」
の
二
つ
の
文
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
考
え
る
。
古
代
東
国
出
土
紡
錘
車
刻
書
の
仏
教
的
願
文
(
門
田
誠
鉢
羅
象
力
不
如
一
一
波
頭
摩
象
力
。
十
波
頭
摩
象
力
不
如
一
拘
物
頭
象
力
。
十
拘
物
頭
象
力
不
如
一
分
陀
利
象
力
。
十
分
陀
利
象
力
不
如
人
中
一
力
士
力
。
十
人
中
力
士
力
不
如
一
鉢
健
提
力
。
十
鉢
健
提
力
不
如
一
八
腎
那
羅
延
力
。
十
那
羅
延
力
不
知
一
十
住
菩
薩
一
節
之
力
L
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
後
の
吟
味
に
則
し
て
、
こ
の
部
分
の
典
型
的
な
和
訳
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
復
次
に
世
尊
、
世
に
病
者
有
り
て
、
四
代
増
損
互
い
に
調
適
な
ら
ず
。
扇
痩
乏
極
な
り
。
是
の
故
に
、
意
に
随
い
て
座
起
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
床
揮
に
臥
著
す
る
も
、
如
来
の
四
大
は
和
適
な
ら
ざ
る
無
し
。
身
力
具
足
し
て
亦
扇
損
無
し
。
世
尊
。
十
の
小
牛
力
は
一
大
牛
力
に
如
か
ず
。
十
の
大
牛
力
は
一
の
青
牛
力
に
如
か
ず
、
十
の
青
牛
力
は
一
の
凡
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
凡
象
力
は
一
の
野
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
野
象
力
は
一
つ
の
二
牙
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
二
牙
象
力
は
一
の
四
牙
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
四
牙
象
力
は
雪
山
の
一
白
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
雪
山
の
白
象
力
は
一
の
香
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
香
象
力
は
一
の
青
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
青
象
力
は
一
の
黄
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
黄
象
力
は
一
の
赤
象
力
に
知
か
ず
。
十
の
赤
象
力
は
一
の
白
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
白
象
力
は
一
の
山
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
山
象
力
は
一
の
優
鉢
羅
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
優
鉢
羅
象
力
は
(
一
の
波
頭
摩
象
力
に
如
か
ず
。
十
波
頭
摩
象
力
に
不
如
)
一
の
拘
物
頭
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
拘
物
頭
象
力
は
一
分
陀
利
象
力
に
如
か
ず
。
十
の
分
陀
利
象
力
は
人
中
の
一
つ
の
力
士
力
に
如
か
ず
。
十
の
人
中
の
力
士
力
は
一
つ
の
鉢
健
提
力
に
如
か
ず
。
十
の
鉢
健
提
力
は
一
つ
の
八
管
那
羅
延
力
に
如
か
ず
。
十
の
那
羅
延
力
は
一
つ
の
十
住
菩
薩
の
一
節
の
力
に
如
か
ざ
る
が
知
し
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
J¥ 
こ
の
部
分
で
は
「
十
大
牛
力
」
「
十
青
牛
力
L
「
十
凡
象
力
」
「
十
野
象
力
」
「
十
優
鉢
羅
象
力
」
「
十
那
羅
延
力
」
な
ど
に
一
不
さ
れ
る
十
を
単
位
と
し
た
脅
力
や
能
力
が
羅
列
さ
れ
て
お
り
、
線
刻
文
に
み
ら
れ
る
「
十
大
身
部
力
」
の
語
と
基
本
的
に
成
語
の
順
番
と
構
造
が
一
致
し
て
い
る
。
な
お
か
っ
、
こ
の
経
文
に
は
「
身
力
具
足
亦
無
巌
損
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
寸
身
力
L
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
刻
書
の
「
十
大
身
部
力
」
の
な
か
の
「
身
部
力
」
と
関
連
す
る
と
考
え
て
よ
い
。こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
刻
書
文
の
な
か
の
「
十
大
身
部
力
」
の
箇
所
は
守
大
般
浬
繋
経
』
巻
第
十
「
現
病
品
」
に
代
表
さ
れ
る
仏
典
を
典
拠
と
し
て
成
文
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
大
般
浬
繋
経
』
と
呼
ば
れ
る
仏
典
は
一
般
的
に
は
、
北
涼
の
曇
無
識
訳
と
さ
れ
る
四
十
巻
本
を
指
し
、
の
常
楽
我
浄
、
そ
の
内
容
は
仏
身
常
住
、
浬
繋
一
切
衆
生
有
仏
性
に
示
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、
上
に
あ
げ
た
「
現
病
品
L
と
は
病
と
称
す
る
も
の
は
実
は
無
病
で
あ
る
と
す
る
方
便
秘
密
の
教
え
を
宜
一
不
す
る
章
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
「
現
病
品
L
の
一
部
は
、
人
間
の
病
の
原
因
は
な
に
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
対
照
と
し
て
プ
ッ
ダ
の
身
体
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
意
味
は
「
国
訳
一
切
経
』
の
該
当
部
分
を
あ
げ
て
示
し
た
が
、
大
意
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ッ
ダ
の
身
体
を
構
成
す
る
要
素
は
調
和
が
取
と
れ
、
力
が
あ
り
(
身
力
具
足
)
、
ま
っ
た
く
衰
弱
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
例
示
す
る
事
象
と
し
て
、
十
頭
の
子
牛
の
力
(
十
小
牛
力
)
は
一
頭
の
大
き
な
牛
の
力
(
一
大
牛
力
)
に
は
か
な
わ
ず
、
十
頭
の
大
き
な
力
(
十
大
牛
力
)
は
一
頭
の
青
牛
の
力
(
一
青
牛
力
)
に
は
か
な
わ
な
い
、
十
頭
の
青
牛
の
力
(
十
育
牛
力
)
は
一
頭
の
普
通
の
象
の
力
た
だ
し
、
紡
錘
車
に
刻
さ
れ
た
文
章
は
、
文
頭
の
確
定
が
難
し
く
、
ま
た
空
画
に
よ
っ
て
文
章
を
切
る
か
ど
う
か
に
も
課
題
が
あ
り
、
決
定
的
な
釈
文
で
は
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
観
」
字
が
意
味
上
で
は
こ
れ
に
続
く
字
句
に
対
す
る
命
令
形
な
ど
の
係
り
方
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
文
頭
と
考
え
る
。
次
に
こ
の
よ
う
に
釈
字
し
た
線
刻
文
に
つ
い
て
、
個
々
の
語
句
の
出
典
を
検
討
し
な
が
ら
、
釈
読
を
行
う
。
ま
ず
、
「
観
下
十
大
身
部
力
毘
宜
口
口
」
と
い
う
刻
書
文
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
観
下
」
の
語
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
そ
も
そ
も
寸
観
」
の
語
は
、
仏
教
語
と
し
て
、
広
く
諸
経
典
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
語
義
は
多
様
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、
「
真
理
を
観
ず
る
こ
と
。
観
念
す
る
。
観
察
す
る
。
観
想
す
る
」
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
語
で
あ
る
「
観
」
を
含
む
寸
観
下
L
は
、
数
多
く
の
経
文
や
経
論
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は
挙
例
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
語
の
指
し
示
す
内
容
を
よ
く
示
す
例
文
を
あ
げ
る
な
ら
ば
以
下
一
有
情
の
心
心
所
法
は
、
界
に
於
て
、
倶
時
に
し
て
転
ず
る
も
、
理
と
し
て
展
転
し
て
、
互
い
に
相
縁
ず
る
の
義
な
し
、
た
と
え
ば
多
人
集
ま
り
て
、
一
処
に
あ
る
が
如
し
。
或
い
は
同
じ
く
下
を
観
、
或
い
は
共
に
空
を
観
る
に
、
理
と
し
て
、
必
ず
互
い
に
面
を
相
見
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
」
の
ご
と
き
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
「
神
境
通
を
以
っ
て
上
に
住
の
よ
う
な
文
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
日
く
、
境
し
て
見
る
。
舎
を
営
む
人
が
上
に
処
し
て
下
を
観
る
が
如
く
、
是
く
の
如
く
k
に
居
し
て
下
の
衆
色
を
観
る
な
り
」
の
よ
う
な
用
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
っ
復
(
ま
た
)
次
に
、
是
の
三
昧
王
三
昧
に
入
れ
ば
、
能
く
一
切
の
三
昧
の
相
を
観
る
こ
と
山
上
よ
り
下
を
観
る
が
如
し
し
と
か
「
復
た
世
間
の
諸
の
近
分
定
に
拠
っ
て
若
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
三
O
O七
年
♂
二
月
)
(
も
し
く
)
は
方
便
道
、
若
は
無
間
道
、
若
は
解
脱
道
に
て
、
或
い
は
断
滅
の
為
に
、
或
い
は
証
得
の
為
に
修
習
す
る
者
は
、
彼
れ
所
縁
に
於
い
て
、
或
い
は
過
失
を
観
じ
、
或
い
は
静
寂
を
観
じ
、
下
の
過
失
を
観
じ
、
上
の
静
寂
を
観
ず
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
当
然
な
が
ら
、
「
観
」
と
い
う
動
作
が
向
く
物
理
的
ま
た
は
観
念
的
方
向
と
し
て
の
下
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
典
型
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
方
向
や
上
下
関
係
と
し
て
の
下
を
寸
観
」
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
観
下
」
の
語
を
含
む
仏
典
は
多
数
に
過
ぎ
、
ま
た
、
寸
下
」
は
寸
観
」
と
い
う
動
作
の
及
ぶ
指
向
を
表
す
一
般
的
な
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
線
刻
文
が
直
接
、
い
ず
れ
の
出
典
と
し
て
い
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
仏
典
に
み
ら
れ
る
ご
く
一
般
的
な
語
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
仏
典
で
は
通
有
の
語
が
線
刻
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
「
観
」
を
含
む
「
観
下
」
の
語
が
仏
教
語
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
続
く
、
「
十
大
身
部
力
」
と
い
う
語
の
典
拠
を
一
不
す
こ
と
か
ら
も
補
強
さ
れ
る
。
そ
れ
は
守
大
般
浬
繋
経
L
巻
第
十
の
「
現
病
品
」
で
あ
っ
て
、
寸
復
次
世
尊
。
所
有
病
者
四
大
増
損
互
不
調
適
扇
痩
乏
極
。
是
故
不
能
随
意
座
起
臥
著
床
揮
。
如
来
四
大
無
不
利
適
。
身
力
具
足
亦
無
扇
損
。
世
尊
。
如
十
小
牛
力
不
如
一
大
牛
力
。
十
大
牛
力
不
如
一
青
牛
力
、
十
青
牛
力
不
如
一
凡
象
力
。
十
凡
象
力
不
如
一
野
象
力
。
十
野
象
力
不
如
二
一
牙
象
力
。
十
一
一
牙
象
力
不
如
一
四
牙
象
力
。
十
円
牙
象
力
不
如
雪
山
一
白
象
力
。
十
雪
山
白
象
力
不
如
一
香
象
力
。
十
呑
象
力
不
如
一
青
象
力
。
十
青
象
力
不
如
一
黄
象
力
。
十
黄
象
力
不
如
一
赤
象
力
。
十
赤
象
力
不
如
一
白
象
力
。
十
白
象
力
不
如
一
山
象
力
。
十
山
象
力
不
如
一
一
俊
鉢
羅
象
力
。
十
優
七
(
一
凡
象
力
)
に
は
か
な
わ
な
い
、
な
ど
の
よ
う
な
比
喰
の
な
か
で
「
力
」
の
付
い
た
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
用
い
て
凡
夫
と
菩
薩
の
身
体
の
差
異
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
端
的
に
は
、
ブ
ッ
ダ
の
十
力
を
牛
や
象
の
力
に
喰
況
し
て
い
る
箇
所
と
さ
れ
る
。
線
刻
文
の
「
十
大
身
部
力
」
は
こ
の
よ
う
な
仏
典
を
典
拠
な
い
し
背
景
と
し
て
お
り
、
そ
の
根
本
に
は
プ
ッ
ダ
特
有
の
十
種
の
能
力
と
さ
れ
る
「
十
力
」
と
い
う
法
数
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
仏
典
の
行
文
の
例
か
ら
み
て
、
こ
の
部
分
の
意
味
に
つ
い
て
は
「
十
の
大
き
な
身
体
部
分
の
力
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
を
も
っ
と
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
に
仏
典
の
文
章
を
参
考
に
し
つ
つ
、
試
み
に
線
刻
文
の
前
半
の
大
意
を
示
す
な
ら
ば
、
寸
十
の
大
き
な
身
体
部
分
の
力
を
観
想
せ
よ
」
と
い
う
ほ
ど
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
で
の
試
釈
で
あ
り
、
今
後
、
類
似
資
料
の
発
見
に
よ
る
補
綴
や
語
句
の
字
義
の
訂
正
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
上
述
の
よ
う
な
白
樹
原
遺
跡
で
出
土
し
た
紡
錘
車
に
記
さ
れ
た
線
刻
文
は
「
観
下
」
に
始
ま
る
仏
教
語
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
カ》
つ
「
十
大
身
部
力
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
『
大
般
浬
繋
経
』
に
典
型
的
に
一
不
さ
れ
る
「
十
大
し
と
「
力
」
か
ら
成
る
語
句
を
典
拠
と
し
て
成
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
し
え
た
。
四
刻
書
紡
錘
車
か
ら
み
た
東
国
古
代
仏
教
の
浸
透
古
代
東
国
に
お
け
る
紡
錘
車
の
線
刻
文
に
関
し
て
、
従
前
は
そ
れ
ら
の
中
に
仏
教
語
が
含
ま
れ
て
い
る
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
本
論
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
二
O
O七
年
三
月
)
で
は
白
樹
原
遺
跡
出
土
例
を
釈
字
と
釈
文
か
ら
、
こ
れ
が
仏
教
語
か
ら
構
成
さ
れ
る
一
種
の
願
文
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
資
料
の
吟
味
に
止
ま
ら
ず
、
古
代
東
国
で
出
土
し
た
文
字
を
有
す
る
考
古
資
料
の
中
に
仏
教
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
言
及
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
は
千
葉
市
ム
コ
ア
ラ
ク
遺
跡
出
土
の
紡
錘
車
の
線
刻
文
中
に
み
ら
れ
る
寸
申
如
林
」
の
語
に
つ
い
て
、
仏
典
に
釈
迦
と
弟
子
た
ち
が
修
行
し
た
学
林
樹
か
ら
成
る
森
で
あ
る
「
申
恕
林
」
の
異
表
記
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
集
落
に
お
け
る
一
般
的
な
規
模
と
形
態
を
有
す
る
竪
穴
住
居
牡
か
ら
出
土
し
、
な
お
か
つ
女
性
が
使
用
し
、
所
有
す
る
生
産
用
具
で
あ
る
紡
錘
車
に
、
そ
の
よ
う
な
仏
典
を
典
拠
と
し
た
語
句
が
線
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
代
東
国
に
お
け
る
仏
教
浸
透
の
具
体
的
一
面
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。今
回
、
検
討
の
姐
上
に
乗
せ
た
自
樹
原
遺
跡
出
土
の
紡
錘
車
に
も
、
同
様
に
仏
血
(
を
典
拠
と
し
た
語
句
で
構
成
さ
れ
た
一
種
の
願
文
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
ム
コ
ア
ラ
ク
遺
跡
出
土
例
同
様
、
自
樹
原
出
土
例
も
古
代
東
国
の
一
般
し
て
は
、
的
な
竪
穴
住
居
祉
か
ら
出
土
し
た
女
性
の
用
い
る
通
有
の
生
産
用
具
と
い
う
属
性
を
有
す
る
紡
錘
車
で
あ
り
、
二
つ
の
資
料
は
基
本
的
に
は
共
通
し
た
要
素
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
類
向
性
の
範
轄
で
理
解
し
て
大
過
な
い
。
こ
の
点
で
、
両
遺
跡
出
土
資
料
は
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
、
個
々
の
偶
発
的
な
事
例
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
古
代
東
国
の
集
落
次
元
に
お
け
る
仏
教
浸
透
の
様
相
を
裏
づ
け
る
有
力
な
論
拠
た
り
え
る
の
で
あ
る
。
九
世
紀
を
中
心
と
し
た
古
代
東
闘
の
集
落
で
は
、
そ
の
一
般
的
な
構
成
員
た
る
女
性
の
通
有
の
所
持
品
で
あ
る
紡
錘
車
に
仏
典
を
典
拠
と
し
た
仏
教
語
に
よ
っ
て
九
占
代
東
国
出
土
紡
錘
車
刻
書
の
仏
教
的
願
文
(
門
田
誠
成
文
さ
れ
た
文
章
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
彼
女
た
ち
が
仏
典
な
い
し
そ
こ
に
記
さ
れ
た
仏
教
語
に
接
触
す
る
機
会
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
古
代
東
国
の
集
落
に
お
け
る
仏
教
実
修
の
具
体
相
の
一
部
を
一
不
す
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
紡
錘
車
に
線
刻
さ
れ
た
仏
教
語
の
出
典
と
な
っ
た
経
典
類
を
所
持
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
読
請
を
行
い
、
あ
る
い
は
講
学
を
実
修
し
て
い
た
人
士
の
存
在
お
よ
び
活
動
も
、
確
か
な
足
跡
を
考
定
し
う
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
々
の
確
実
な
属
牲
に
つ
い
て
は
、
未
だ
現
時
点
で
は
推
定
の
域
を
出
な
い
が
、
同
じ
く
古
代
東
国
の
集
落
遺
跡
よ
り
出
土
す
る
仏
鉢
形
土
器
、
金
属
製
仏
具
な
ど
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
の
出
土
の
背
後
に
私
度
僧
の
活
動
が
あ
っ
た
と
端
的
に
想
定
す
る
見
r
Tい
}
解
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
落
次
元
で
の
仏
教
信
何
お
よ
び
仏
教
的
情
報
の
伝
達
者
を
考
定
す
る
際
に
考
古
資
料
と
し
て
一
定
の
論
拠
と
な
り
う
る
の
が
、
距
離
を
お
い
た
複
数
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
同
一
筆
跡
の
墨
書
土
器
で
あ
る
。
例
え
ば
千
葉
県
で
は
同
じ
く
東
金
市
に
所
在
す
る
が
、
互
い
に
三
・
二
キ
ロ
離
れ
た
久
我
台
遺
跡
と
作
畑
遺
跡
で
同
一
筆
跡
の
「
弘
貫
」
と
い
う
僧
名
と
考
え
ら
れ
る
墨
書
が
記
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
現
世
利
益
的
な
仏
教
を
説
い
て
ま
わ
っ
た
僧
侶
の
委
が
連
想
さ
れ
る
」
と
い
う
踏
み
込
ん
だ
解
釈
も
な
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
の
内
容
が
「
現
世
利
益
的
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
検
証
が
求
め
ら
れ
る
に
し
ろ
、
奈
良
・
平
安
時
代
を
中
心
と
し
た
久
我
台
遺
跡
で
は
、
遺
構
・
遺
物
の
面
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
仏
教
的
様
相
が
看
取
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
僧
が
定
住
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
作
畑
遺
跡
を
拠
点
と
し
た
「
私
度
僧
」
の
活
動
と
結
び
つ
け
る
見
解
も
一
不
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
こ
の
墨
書
は
O 
同
一
人
に
よ
る
も
の
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
墨
書
が
な
さ
れ
た
土
器
そ
の
も
の
の
胎
土
・
整
形
等
の
細
部
と
も
に
酷
似
し
て
い
る
と
観
察
さ
れ
て
お
り
、
同
一
箇
所
で
筆
写
さ
れ
た
土
器
が
移
動
し
た
も
の
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墨
書
の
「
弘
貫
」
を
僧
の
名
と
み
て
大
過
な
い
な
ら
ば
、
久
我
台
、
作
畑
の
両
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
は
、
前
述
の
示
唆
の
と
お
り
、
集
落
聞
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
伝
播
や
浸
透
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
実
態
を
示
し
て
い
る
と
い
〉
え
ト
で
フ
。
加
え
て
、
い
ず
れ
も
包
含
相
か
ら
の
出
土
で
は
あ
る
が
、
白
樹
原
遺
跡
の
北
部
地
区
か
ら
一
点
、
金
尿
地
区
か
ら
は
二
点
の
瓦
塔
片
が
出
土
し
て
お
り
、
刻
苦
紡
錘
車
が
出
土
し
た
地
点
の
近
隣
に
瓦
搭
を
安
置
し
た
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
白
樹
原
遺
跡
の
北
側
に
隣
接
し
て
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
を
中
心
と
し
た
瓦
が
出
土
す
る
地
点
が
あ
り
、
刻
文
紡
錘
車
よ
り
も
時
期
の
さ
か
の
ぼ
る
寺
院
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
古
代
寺
院
は
、
中
ゴ
該
地
域
に
お
け
る
仏
教
弘
通
の
面
か
ら
は
、
集
落
内
に
瓦
塔
を
安
置
し
た
村
堂
の
よ
う
な
施
設
の
起
点
と
な
り
、
さ
き
が
け
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
」
の
よ
う
な
古
代
東
固
に
お
け
る
集
落
で
実
修
さ
れ
た
仏
教
を
弘
通
し
、
仏
教
の
情
報
を
伝
達
し
た
人
士
の
属
性
に
つ
い
て
、
判
断
す
る
た
め
さ
ら
な
る
考
古
資
料
と
く
に
文
字
資
料
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
ご
十
品
、
t
l
 
で
ふ
れ
て
き
た
紡
錘
車
線
刻
文
の
内
容
や
土
器
に
記
さ
れ
た
墨
書
の
意
味
か
ら
、
少
な
く
と
も
集
落
次
元
で
難
解
な
仏
典
の
語
句
を
説
き
、
内
容
を
宣
揚
で
き
る
程
度
に
教
学
を
備
え
た
人
士
が
東
国
の
広
範
な
地
域
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
白
樹
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
製
紡
錘
車
に
記
さ
れ
た
線
刻
文
の
釈
次
と
釈
読
に
よ
っ
て
、
九
世
紀
代
を
中
心
と
し
た
古
代
東
国
の
集
落
に
お
け
る
仏
教
の
実
態
の
一
端
を
明
か
に
し
え
た
と
思
料
す
る
。
結
語
本
論
に
お
い
て
、
こ
こ
ま
で
述
べ
き
た
っ
た
こ
と
を
摘
要
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
語
に
代
え
た
い
。
は
じ
め
に
自
樹
原
遺
跡
出
土
例
を
中
心
と
し
て
、
関
連
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
古
代
東
国
出
土
の
石
製
紡
錘
車
線
刻
文
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
な
が
ま
ず
、
ら
、
そ
の
よ
う
な
線
刻
文
中
に
み
ら
れ
る
仏
教
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
線
刻
文
中
の
仏
教
語
の
存
在
と
そ
れ
に
よ
る
成
文
を
考
究
す
る
本
論
と
関
連
論
考
の
研
究
史
上
に
お
け
る
意
味
を
示
し
、
一
連
の
研
究
の
特
色
を
位
置
づ
け
た
。
次
に
白
樹
原
遺
跡
出
土
の
紡
錘
車
に
施
さ
れ
た
線
刻
文
の
釈
字
を
行
い
、
そ
れ
が
「
観
一
卜
L
で
始
ま
る
構
成
で
あ
り
、
「
十
大
身
部
力
」
と
い
う
語
が
続
く
こ
と
を
確
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
語
を
含
む
線
刻
文
の
釈
文
を
行
い
、
「
観
下
L
が
仏
教
語
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
観
想
せ
よ
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
り
、
「
十
大
身
部
力
」
は
『
大
般
浬
繋
経
』
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
「
十
大
」
と
寸
力
」
か
ら
成
る
語
句
を
も
と
に
成
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
語
の
背
景
と
し
て
、
釈
迦
特
有
の
十
種
の
能
力
で
あ
る
「
十
力
」
の
語
が
存
在
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
白
樹
原
遺
跡
出
土
紡
錘
車
の
線
刻
文
が
仏
典
を
文
学
部
論
集
第
九
卜
一
号
(
二
O
O七
年
三
月
)
典
拠
と
し
て
成
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
文
章
と
し
て
の
属
性
は
寸
観
下
し
と
い
う
動
詞
的
な
一
二
一
口
辞
で
始
ま
る
こ
と
か
ら
し
て
、
種
の
願
文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
東
同
の
集
落
成
員
た
る
女
性
が
所
持
し
、
使
用
す
る
紡
錘
車
に
仏
典
を
典
拠
と
す
る
願
文
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
。
ま
た
、
彼
女
た
ち
の
周
囲
に
は
仏
典
そ
の
も
の
あ
る
い
は
仏
典
を
読
調
、
学
修
す
る
と
と
も
に
、
集
落
の
成
員
に
そ
れ
ら
を
講
説
す
る
人
士
の
存
在
を
想
定
し
た
。
本
論
で
は
個
別
具
体
的
な
資
料
の
釈
読
と
解
釈
、
そ
し
て
所
属
す
る
時
期
と
当
該
地
域
に
お
け
る
位
置
づ
り
を
示
し
た
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
出
土
の
文
字
を
記
し
た
考
古
資
料
そ
の
も
の
が
、
個
々
の
偶
発
性
や
一
凹
性
に
も
と
づ
く
、
遊
離
し
た
遺
物
と
し
て
で
は
な
く
、
古
代
東
国
の
集
落
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
が
構
成
す
る
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
浸
透
や
展
開
を
具
体
的
に
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
え
た
。
今
後
も
具
体
的
な
個
別
資
料
の
実
証
的
な
検
討
の
例
一
不
に
よ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
方
向
に
そ
っ
て
、
さ
ら
な
る
知
見
の
蓄
積
を
期
し
た
い
。
(注〕
(
1
)
門
田
誠
一
「
東
国
古
代
の
出
土
文
字
資
料
に
み
る
仏
教
語
|
集
落
に
お
け
る
信
仰
と
経
典
の
実
相
」
『
例
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
紀
要
』
一
、
二
O
O五
年
門
田
誠
一
「
古
代
東
国
出
土
の
線
刻
文
字
資
料
に
関
す
る
一
解
釈
古
代
集
落
に
お
け
る
経
典
読
請
の
実
態
L
『
仰
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
紀
要
』
二
、
二
O
O六
年
古
代
東
国
出
土
紡
錘
車
刻
主
口
の
仏
教
的
願
文
(
門
用
誠
(
2
)
宮
田
安
士
山
寸
仏
具
出
土
集
落
の
出
現
と
そ
の
背
景
古
代
東
同
を
中
心
と
し
て
-
」
『
論
集
し
の
ぶ
考
古
|
目
黒
吉
明
先
生
頒
寿
記
念
|
』
論
集
し
の
ぶ
考
古
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
(
3
)
鈴
木
孝
之
・
若
松
良
一
「
信
仰
資
料
と
し
て
の
紡
錘
車
呪
文
や
宗
教
絵
画
を
刻
ん
だ
石
製
紡
錘
車
」
『
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
資
事
業
団
研
究
紀
要
』
一
六
、
二
O
O
一
年
(
4
)
門
田
誠
一
「
古
代
東
国
出
土
の
線
刻
文
字
資
料
に
関
す
る
一
解
釈
古
代
集
落
に
お
け
る
経
典
読
諦
の
実
態
|
」
(
前
掲
)
(5)
行
田
市
郷
土
博
物
館
『
東
歌
の
郷
と
古
代
の
文
字
』
二
O
O五
年
、
一
-
三
百
H
(6)
神
川
村
遺
跡
調
奈
会
『
白
樹
原
・
櫓
下
遺
跡
試
掘
報
告
』
一
九
八
O
年
(
7
)
白
樹
原
・
槍
下
遺
跡
調
査
会
『
臼
樹
原
・
檎
下
遺
跡
発
掘
調
資
概
報
H
』
一
九
八
七
年
臼
樹
原
・
檎
下
遺
跡
調
査
会
『
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
I
(
中
世
編
)
』
一
九
八
九
年白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
調
査
会
日
目
樹
原
・
櫓
下
遺
跡
H
(
奈
良
・
平
安
時
代
編
1
)
』
一
九
九
O
年
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
調
査
会
司
自
樹
原
・
檎
下
遺
跡
旧
(
奈
良
・
平
安
時
代
編
2
)
』
一
九
九
一
年
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
調
査
会
『
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
W
(
奈
良
・
平
安
時
代
編
3
)
』
一
九
九
二
年
(
8
)
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
調
査
会
『
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
旧
(
奈
良
・
平
安
時
代
編
2
)
』
(
前
掲
)
四
三
O
頁
(
9
)
白
樹
原
・
櫓
下
遺
跡
調
奈
会
『
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
W
(
奈
良
・
平
安
時
代
編
3
)
』
(
前
掲
)
二
一
一
0
1一
二
三
五
頁
(
叩
)
向
日
樹
原
・
檎
下
遺
跡
調
査
会
『
白
樹
原
・
槍
下
遺
跡
W
(
奈
良
・
平
安
時
代
編
3
)
』
(
前
掲
)
二
一
二
五
、
三
三
四
頁
(
日
)
『
説
文
解
字
』
巻
一
こ
の
ほ
か
に
李
闘
主
編
『
異
体
字
字
典
』
学
林
出
版
社
、
一
九
九
七
年
な
ど
も
参
照
し
た
。
(
ロ
)
日
本
規
格
協
会
に
よ
る
現
用
「
J
I
S
補
助
漢
字
」
「
U
n
-
-
c
o
d
e
L
に
存
在
す
る
。
(
日
)
中
村
元
『
併
教
語
大
辞
典
』
上
巻
、
東
京
書
籍
、
一
九
七
五
年
、
一
九
九
頁
な
ど
。
(H)
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
九
(
大
正
新
筒
大
蔵
経
二
七
冊
四
三
頁
下
段
、
国
訳
一
切
経
・
耽
且
支
部
七
・
一
六
四
頁
)
謂
一
有
情
心
心
所
法
。
於
一
境
界
倶
時
而
転
。
理
無
反
転
互
相
縁
義
。
壁
一
同
如
多
人
集
在
一
処
。
或
同
観
下
。
或
共
観
空
。
理
必
不
能
互
相
見
面
。
(
日
)
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
四
九
(
大
正
新
総
聞
大
蔵
教
二
七
冊
七
六
四
民
上
段
、
国
訳
一
切
経
・
耽
装
部
七
・
三
一
一
O
頁
)
以
神
境
通
住
上
而
見
。
如
営
企
円
人
処
上
観
下
。
如
是
居
上
観
ド
衆
色
(
日
)
『
大
智
度
論
』
巻
七
(
大
正
新
筒
大
蔵
経
一
一
五
冊
・
一
一
二
頁
中
段
、
国
訳
一
切
経
・
釈
経
論
部
一
・
二
O
二
頁
)
復
次
入
日
疋
三
昧
王
三
昧
。
能
観
一
切
三
昧
相
。
如
山
上
観
下
。
(
口
)
『
稔
伽
師
地
論
』
巻
L
ハ一
A
(
大
正
新
僑
大
蔵
経
一
二
O
冊
六
四
六
頁
中
段
、
国
訳
一
切
経
・
稔
伽
部
四
・
一
二
五
三
頁
)
復
依
世
間
諸
近
分
定
。
若
方
便
道
。
若
無
間
道
。
若
解
脱
道
。
或
為
断
滅
或
為
証
得
而
修
育
者
。
彼
於
所
縁
或
観
過
失
或
観
寂
静
。
観
下
過
失
観
上
寂
静
。
(
刊
日
)
「
大
般
浬
繋
経
』
巻
一
O
(大
正
新
修
大
蔵
経
一
二
時
四
二
九
頁
中
段
)
(
ゆ
)
『
国
訳
一
切
経
』
浬
繋
部
一
・
一
一
一
一
一
1
一
二
頁
。
な
お
、
引
用
文
中
の
(
)
内
は
『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
に
は
存
在
す
る
部
分
で
あ
る
が
『
国
訳
一
切
経
』
で
は
意
味
不
通
の
た
め
省
略
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
(
却
)
常
盤
大
定
J
泥
繋
経
解
題
」
『
同
訳
一
切
経
』
浬
繋
部
一
横
超
慧
日
『
涼
繋
経
如
来
常
住
と
悉
有
仏
性
』
平
楽
寺
書
居
、
一
九
八
一
年
鎌
田
茂
雄
ほ
か
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
一
O
六
1
七
頁
な
ど
。
(
幻
)
横
超
慧
日
『
浬
繋
経
l
如
来
常
住
と
悉
有
仏
性
』
平
楽
寺
幸
一
日
庖
、
一
九
八
一
年
、
一
五
二
1
一ニ頁
(
幻
)
門
田
誠
一
寸
古
代
東
国
出
土
の
線
刻
文
字
資
料
に
関
す
る
一
解
釈
古
代
集
落
に
お
け
る
経
典
読
諭
の
実
態
L
(
前
掲
)
(
お
)
雨
宮
隆
太
郎
寸
古
代
村
落
と
仏
教
磁
鉢
を
め
ぐ
る
人
々
」
『
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
連
絡
誌
』
二
、
一
九
八
四
年
(μ)
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
久
我
台
遺
跡
・
房
総
導
水
路
建
設
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
一
九
八
八
年
作
畑
遺
跡
調
査
団
『
作
畑
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
一
九
八
六
年
天
野
努
・
栗
田
則
久
・
田
形
孝
一
「
出
土
文
字
資
料
と
地
名
」
『
千
葉
県
市
研
究
』
二
、
一
九
九
四
年
(
お
)
千
葉
県
『
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
3
・
考
古
3
(
奈
良
・
平
安
時
代
)
一
九
九
八
年
、
口
絵
「
5
民
間
仏
教
の
広
が
り
」
五
0
1五
一
頁
解
説
(
加
)
荻
原
恭
一
「
久
我
台
遺
跡
L
『
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
3
・
考
古
3
(
奈
良
・
平
安
時
代
)
(
前
掲
)
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
久
我
台
遺
跡
』
(
前
掲
)
(
幻
)
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
久
我
台
遺
跡
』
(
前
掲
)
五
四
五
頁
(
お
)
白
樹
原
・
槍
下
遺
跡
調
査
会
『
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
凹
(
奈
良
・
平
安
時
代
編
2
)
』
(
前
掲
)
四
三
O
頁
(
却
)
白
樹
原
・
檎
下
遺
跡
調
査
会
『
白
樹
原
・
檎
ド
遺
跡
H
-
)
』
(
前
掲
)
)
(
奈
良
・
平
安
時
代
編
〔
付
記
〕
本
論
は
併
教
大
学
に
交
付
さ
れ
た
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
補
助
金
(
平
成
十
五
年
度
(
)
十
九
年
度
ま
で
)
に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
文
化
の
総
合
研
究
と
研
究
成
果
の
情
報
化
に
よ
る
高
度
利
用
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
(
も
ん
た
せ
い
い
ち
人
文
学
科
)
二
O
O六
年
十
月
十
九
日
受
理
文
学
部
論
集
第
九
卜
一
号
(
二
O
O七
年
三
月
)
